９　人材確保・定着について

（１）正社員の人材の不足感について

正社員の人材の不足感について、「かなり人材不足」である事業所は26.2％、「やや人材不足」である事業所は55.3％となっており、これらを合わせると約８割の事業所が「人材不足」と感じている。
「人材不足」と感じている事業所を企業規模別にみると、「300人～499人」が89.2%と最も高く、「10人～29人」が73.9%と最も低くなっている。
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件

％ ％ ％ ％

1,810 26.2 55.3 81.5 18.5

1,296 27.0 54.6 81.6 18.4

514 24.1 57.2 81.3 18.7

10人～29人 383 24.3 49.6 73.9 26.1

30人～99人 505 25.1 55.0 80.2 19.8

100人～299人 394 27.9 59.4 87.3 12.7

300人～499人 102 34.3 54.9 89.2 10.8

500人～999人 116 24.1 58.6 82.8 17.2

1000人以上 310 26.1 56.5 82.6 17.4

建設業 116 47.4 44.8 92.2 7.8

製造業 243 17.7 63.4 81.1 18.9

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 50.0 50.0 100.0 -

情報通信業 66 25.8 65.2 90.9 9.1

運輸業、郵便業 99 34.3 49.5 83.8 16.2

卸売業、小売業 360 18.6 57.2 75.8 24.2

金融業、保険業 27 18.5 63.0 81.5 18.5

不動産業、物品賃貸業 50 16.0 74.0 90.0 10.0

学術研究、専門・技術サービス業 83 16.9 74.7 91.6 8.4

宿泊業、飲食サービス業 61 42.6 41.0 83.6 16.4

生活関連サービス業、娯楽業 48 27.1 52.1 79.2 20.8

教育、学習支援業 97 13.4 57.7 71.1 28.9

医療、福祉 381 33.9 47.0 80.8 19.2

複合サービス事業 18 27.8 50.0 77.8 22.2

サービス業 155 27.1 54.2 81.3 18.7
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（２）非正社員の人材の不足感について

非正社員の人材の不足感について、「かなり人材不足」である事業所は16.3％、「やや人
材不足」である事業所は41.5％となっており、これらを合わせると６割弱の事業所が「人材不足」と感じている。

「人材不足」と感じている事業所を企業規模別にみると、「1000人以上」が64.7%と最も
高く、「10人～29人」が50.6%と最も低くなっている。
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件

％ ％ ％ ％ ％

1,810 88.3 16.3 41.5 57.8 42.2

1,296 86.7 16.5 42.3 58.8 41.2

514 92.4 16.0 39.4 55.4 44.6

10人～29人 383 80.4 13.3 37.3 50.6 49.4

30人～99人 505 85.0 16.3 41.0 57.3 42.7

100人～299人 394 92.4 17.0 44.2 61.3 38.7

300人～499人 102 95.1 11.3 41.2 52.6 47.4

500人～999人 116 94.0 14.7 39.4 54.1 45.9

1000人以上 310 94.2 20.9 43.8 64.7 35.3

建設業 116 67.2 12.8 21.8 34.6 65.4

製造業 243 84.0 6.4 41.2 47.5 52.5

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 100.0 16.7 16.7 33.3 66.7

情報通信業 66 74.2 6.1 26.5 32.7 67.3

運輸業、郵便業 99 82.8 19.5 39.0 58.5 41.5

卸売業、小売業 360 88.1 12.6 41.0 53.6 46.4

金融業、保険業 27 85.2 8.7 43.5 52.2 47.8

不動産業、物品賃貸業 50 92.0 8.7 45.7 54.3 45.7

学術研究、専門・技術サービス業 83 84.3 1.4 34.3 35.7 64.3

宿泊業、飲食サービス業 61 95.1 34.5 41.4 75.9 24.1

生活関連サービス業、娯楽業 48 89.6 20.9 46.5 67.4 32.6

教育、学習支援業 97 97.9 8.4 52.6 61.1 38.9

医療、福祉 381 99.0 25.2 47.7 72.9 27.1

複合サービス事業 18 100.0 11.1 38.9 50.0 50.0

サービス業 155 85.8 27.8 37.6 65.4 34.6
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（３）人材確保の取組状況及び項目

人材確保について、取り組みを行っている事業所は96.1%、取り組みを行っていない事業所は3.9%となっている。
取り組みを行っている事業所を企業規模別にみると、「500人～999人」が99.1%と最も高く、「10人～29人」では92.2%と最も低くなっている。
　　また、取り組んでいる項目は、「多様な求人経路の活用」が70.7%と最も高く、次いで「賃金水準の改善」39.4%の順となっており、「その他」では、「学校との連携」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810   96.1 70.7 33.8 22.2 37.4 11.3 21.1 3.2 39.4 16.7 13.7 2.6 12.4 7.4 1.6 3.9

1,296   95.7 69.4 32.3 21.1 36.8 11.9 17.9 2.0 37.7 15.6 12.3 2.3 12.2 6.2 1.5 4.3

514   97.3 74.2 37.6 24.8 39.0 9.8 29.2 6.2 43.6 19.4 17.4 3.4 13.0 10.4 1.6 2.7

10人～29人 383   92.2 59.5 19.3 18.1 30.9 10.2 12.2 1.7 34.8 13.9 7.1 0.8 6.2 3.7 2.5 7.8

30人～99人 505   95.2 70.1 29.7 17.0 36.4 12.1 17.5 2.5 34.7 15.0 8.1 1.9 10.8 5.6 1.9 4.8

100人～299人 394   98.2 73.1 37.2 20.2 39.3 12.1 20.9 0.8 38.8 14.0 12.7 2.6 14.5 7.2 1.3 1.8

300人～499人 102   98.0 73.0 47.0 29.0 40.0 8.0 23.0 3.0 46.0 18.0 24.0 4.0 25.0 5.0 1.0 2.0

500人～999人 116   99.1 79.1 47.0 30.4 38.3 9.6 21.7 2.6 46.1 17.4 24.3 7.8 17.4 8.7 - 0.9

1000人以上 310   98.1 78.0 43.4 32.2 43.1 12.2 36.8 9.5 48.4 25.3 24.3 3.6 13.5 15.1 1.0 1.9

建設業 116   95.7 74.8 45.0 19.8 36.9 1.8 23.4 2.7 51.4 18.9 19.8 5.4 22.5 1.8 0.9 4.3

製造業 243   96.7 62.1 26.4 20.4 37.0 3.4 18.7 1.7 41.7 21.3 14.9 1.7 5.5 3.0 1.3 3.3

　電気・ガス・熱供給・水道業 6  66.7 75.0 25.0 - 50.0 - 50.0 - 75.0 75.0 50.0 - 25.0 - - 33.3

情報通信業 66   98.5 67.7 46.2 33.8 41.5 12.3 32.3 7.7 43.1 15.4 27.7 4.6 12.3 6.2 3.1 1.5

運輸業、郵便業 99   93.9 66.7 35.5 11.8 36.6 16.1 22.6 2.2 43.0 19.4 11.8 2.2 7.5 10.8 1.1 6.1

卸売業、小売業 360   95.6 73.8 32.6 28.5 36.0 11.3 21.5 7.3 41.6 20.6 15.7 2.0 7.6 11.9 1.2 4.4

金融業、保険業 27   96.3 69.2 30.8 46.2 34.6 3.8 26.9 11.5 23.1 11.5 30.8 - - - - 3.7

不動産業、物品賃貸業 50   96.0 62.5 27.1 22.9 37.5 4.2 16.7 - 45.8 10.4 16.7 2.1 12.5 6.3 - 4.0

学術研究、専門・技術サービス業 83   100.0 65.1 38.6 30.1 26.5 8.4 28.9 3.6 36.1 15.7 9.6 1.2 15.7 - 4.8 -

宿泊業、飲食サービス業 61   98.4 70.0 26.7 13.3 28.3 16.7 8.3 5.0 26.7 20.0 3.3 - 10.0 16.7 - 1.6

生活関連サービス業、娯楽業 48   95.8 78.3 19.6 19.6 37.0 13.0 10.9 - 37.0 10.9 6.5 - 8.7 4.3 4.3 4.2

教育、学習支援業 97   94.8 75.0 33.7 27.2 26.1 9.8 23.9 4.3 26.1 12.0 10.9 1.1 16.3 7.6 2.2 5.2

医療、福祉 381   97.1 71.4 39.5 17.6 44.3 19.2 19.2 0.5 37.0 13.0 12.2 5.1 21.4 8.9 1.6 2.9

複合サービス事業 18   94.4 94.1 58.8 17.6 23.5 - 47.1 - 41.2 - 11.8 - 5.9 5.9 - 5.6

サービス業 155   94.2 75.3 24.0 18.5 41.8 13.0 20.5 1.4 39.7 13.7 7.5 1.4 8.2 6.2 1.4 5.8
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（４）人材確保に係る「副業・兼業人材の活用」に取り組む際の課題
「副業・兼業人材の活用」に取り組む際の課題は、「労働時間や健康状態の管理」が35.5%と最も高く、次いで「副業・兼業に関するルールの整備（就業規則の見直し等）」23.4%の順となっている。
「その他」では、「導入から定着までの育成コストや労務管理の煩雑化により、本来の業務に手が回らなくなる」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 96.1 11.3 35.5 23.4 16.2 8.6 16.2

1,296 95.7 11.9 37.8 15.5 20.3 8.8 17.6

514 97.3 9.8 28.6 46.9 4.1 8.2 12.2

10人～29人 383 92.2 10.2 33.3 16.7 27.8 2.8 19.4

30人～99人 505 95.2 12.1 43.1 15.5 17.2 8.6 15.5

100人～299人 394 98.2 12.1 42.6 17.0 8.5 17.0 14.9

300人～499人 102 98.0 8.0 50.0 12.5 25.0 - 12.5

500人～999人 116 99.1 9.6 18.2 18.2 27.3 18.2 18.2

1000人以上 310 98.1 12.2 18.9 54.1 8.1 2.7 16.2

建設業 116 95.7 1.8 50.0 - - - 50.0

製造業 243 96.7 3.4 37.5 25.0 12.5 - 25.0

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 - - - - - -

情報通信業 66 98.5 12.3 50.0 12.5 - - 37.5

運輸業、郵便業 99 93.9 16.1 46.7 26.7 6.7 6.7 13.3

卸売業、小売業 360 95.6 11.3 25.6 43.6 17.9 5.1 7.7

金融業、保険業 27 96.3 3.8 - - - - 100.0

不動産業、物品賃貸業 50 96.0 4.2 50.0 - - 50.0 -

学術研究、専門・技術サービス業 83 100.0 8.4 - 42.9 14.3 - 42.9

宿泊業、飲食サービス業 61 98.4 16.7 30.0 30.0 20.0 10.0 10.0

生活関連サービス業、娯楽業 48 95.8 13.0 33.3 16.7 - 33.3 16.7

教育、学習支援業 97 94.8 9.8 11.1 11.1 11.1 33.3 33.3

医療、福祉 381 97.1 19.2 43.7 16.9 19.7 9.9 9.9

複合サービス事業 18 94.4 - - - - - -

サービス業 155 94.2 13.0 36.8 10.5 26.3 - 26.3
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（５）副業・兼業人材を活用しない理由
副業・兼業人材を活用しない理由は、「効果があるかわからない」が28.6%と最も高く、次いで「活用する余裕がない」17.4%の順となっている。
「その他」では、「労働時間管理、社会保険の手続きが煩雑」「情報漏洩のリスクがあるため」と回答した事業所があった。
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1,810 89.1 14.2 17.4 28.6 39.8

1,296 88.6 15.2 18.8 28.7 37.3

514 90.5 11.6 13.8 28.6 46.0

10人～29人 383 90.6 17.3 20.7 26.2 35.7

30人～99人 505 88.5 15.4 19.9 26.8 37.8

100人～299人 394 88.1 13.5 15.6 34.0 36.9

300人～499人 102 92.2 16.0 16.0 25.5 42.6

500人～999人 116 90.5 8.6 17.1 31.4 42.9

1000人以上 310 88.1 10.6 11.7 27.8 49.8

建設業 116 98.3 17.5 19.3 26.3 36.8

製造業 243 96.7 14.0 15.7 30.6 39.6

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 100.0 50.0 33.3 16.7 -

情報通信業 66 87.9 6.9 32.8 22.4 37.9

運輸業、郵便業 99 84.8 16.7 14.3 15.5 53.6

卸売業、小売業 360 89.2 10.9 15.9 34.9 38.3

金融業、保険業 27 96.3 11.5 15.4 38.5 34.6

不動産業、物品賃貸業 50 96.0 18.8 25.0 27.1 29.2

学術研究、専門・技術サービス業 83 91.6 14.5 15.8 27.6 42.1

宿泊業、飲食サービス業 61 83.6 15.7 17.6 21.6 45.1

生活関連サービス業、娯楽業 48 87.5 9.5 19.0 28.6 42.9

教育、学習支援業 97 90.7 15.9 20.5 23.9 39.8

医療、福祉 381 81.4 15.8 18.1 31.0 35.2

複合サービス事業 18 100.0 16.7 16.7 22.2 44.4

サービス業 155 87.7 14.0 11.0 24.3 50.7
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（６）『副業・兼業の促進に関するガイドライン』の認知状況
『副業・兼業の促進に関するガイドライン』の認知状況は、「知っていて、参考にしている」と回答した事業所が19.6%、「知っているが、参考にしていない」が11.9％、「存在を知らない」が68.5％となっている。
「知っていて、参考にしている」を企業規模別にみると、「1,000人以上」が35.2%と最も高く、「10人～29人」が13.8%と最も低くなっている。

　また、「知っているが、参考にしていない」と回答した事業所のうち、具体的な理由として、「業務内容に合わない」、「副業・兼業を希望する人がいない」や「就業規則で禁止されている」と回答した事業所があった。
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1,810         355        19.6 216        11.9 1,239      68.5

1,296         209        16.1 149        11.5 938        72.4

514            146        28.4 67          13.0 301        58.6

10人～29人 383            53          13.8 35          9.1 295        77.0

30人～99人 505            70          13.9 50          9.9 385        76.2

100人～299人 394            72          18.3 49          12.4 273        69.3

300人～499人 102            24          23.5 13          12.7 65          63.7

500人～999人 116            27          23.3 25          21.6 64          55.2

1000人以上 310            109        35.2 44          14.2 157        50.6

建設業 116            18          15.5 13          11.2 85          73.3

製造業 243            42          17.3 32          13.2 169        69.5

電気・ガス・熱供給・水道業 6               2            33.3 1            16.7 3            50.0

情報通信業 66             21          31.8 5            7.6 40          60.6

運輸業、郵便業 99             22          22.2 19          19.2 58          58.6

卸売業、小売業 360            77          21.4 37          10.3 246        68.3

金融業、保険業 27             12          44.4 5            18.5 10          37.0

不動産業、物品賃貸業 50             5            10.0 12          24.0 33          66.0

学術研究、専門・技術サービス業 83             19          22.9 14          16.9 50          60.2

宿泊業、飲食サービス業 61             7            11.5 6            9.8 48          78.7

生活関連サービス業、娯楽業 48             13          27.1 5            10.4 30          62.5

教育、学習支援業 97             17          17.5 12          12.4 68          70.1

医療、福祉 381            61          16.0 38          10.0 282        74.0

複合サービス事業 18             3            16.7 2            11.1 13          72.2

サービス業 155            36          23.2 15          9.7 104        67.1

企

業

規

模

産

業

分

類

存在を知らない

知っていて、

参考にしている

知っているが、

参考にしていない

令和６年（全体）

労組なし

労組あり

事業所数

単一回答

区分


（７）人材確保に係る「在職者の能力向上支援（リスキリング等）」の取組項目
「在職者の能力向上支援（リスキリング等）」に取り組んでいる事業所のうち、「社内でのOJTによる研修実施」を行っている事業所が70.4%と最も高く、次いで「社内でのOFF-JTによる研修実施（外部講師の派遣含む）」56.0%の順となっている。
その他では、「マンツーマン指導を行っている」と回答した事業所があった。
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1,810 96.1 21.1 70.4 56.0 16.8 27.2 6.0

1,296 95.7 17.9 68.9 50.9 18.5 31.5 8.6

514 97.3 29.2 72.6 63.7 14.4 20.5 2.1

10人～29人 383 92.2 12.2 46.5 30.2 14.0 25.6 11.6

30人～99人 505 95.2 17.5 69.0 45.2 25.0 33.3 7.1

100人～299人 394 98.2 20.9 69.1 58.0 18.5 40.7 3.7

300人～499人 102 98.0 23.0 82.6 73.9 21.7 39.1 4.3

500人～999人 116 99.1 21.7 80.0 68.0 20.0 32.0 12.0

1000人以上 310 98.1 36.8 76.8 66.1 8.9 9.8 3.6

建設業 116 95.7 23.4 61.5 50.0 11.5 19.2 11.5

製造業 243 96.7 18.7 72.7 54.5 20.5 34.1 4.5

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 50.0 100.0 50.0 - 50.0 -

情報通信業 66 98.5 32.3 66.7 76.2 14.3 28.6 19.0

運輸業、郵便業 99 93.9 22.6 81.0 57.1 9.5 23.8 4.8

卸売業、小売業 360 95.6 21.5 64.9 60.8 8.1 13.5 5.4

金融業、保険業 27 96.3 26.9 100.0 71.4 - 28.6 -

不動産業、物品賃貸業 50 96.0 16.7 75.0 25.0 12.5 62.5 -

学術研究、専門・技術サービス業 83 100.0 28.9 79.2 54.2 4.2 16.7 4.2

宿泊業、飲食サービス業 61 98.4 8.3 100.0 80.0 20.0 - -

生活関連サービス業、娯楽業 48 95.8 10.9 100.0 60.0 - 20.0 -

教育、学習支援業 97 94.8 23.9 59.1 54.5 36.4 50.0 4.5

医療、福祉 381 97.1 19.2 67.6 49.3 38.0 39.4 4.2

複合サービス事業 18 94.4 47.1 87.5 62.5 - 12.5 12.5

サービス業 155 94.2 20.5 66.7 53.3 3.3 20.0 6.7



労組なし

労組あり

企

業

規

模

産

業

分

類

複数回答有

令和６年（全体）

 

事

業

所

数

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

る
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の

能

力
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上
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ン

グ

等

）

を

行

っ

て

い

る

区分


（８）人材確保に係る「在職者の能力向上支援（リスキリング等）」に取り組んでいない理由
「在職者の能力向上支援（リスキリング等）」について取り組んでいない理由は、「従業員の業務が多忙のため人材育成に充てる時間がない」が23.4%と最も高く、次いで「社内に指導できる人材やノウハウが不足」17.1%の順となっている。
その他では、「今後取り組みたい」と回答した事業所があった。
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1,810 79.7 23.4 14.0 17.1 4.1 6.2 10.3 2.6

1,296 82.9 24.8 14.7 16.3 4.7 6.8 10.5 2.0

514 71.6 19.6 12.0 19.6 2.2 4.6 9.5 4.6

10人～29人 383 88.8 24.7 13.8 17.4 5.0 10.0 14.1 1.2

30人～99人 505 83.4 24.2 13.3 15.9 5.0 6.4 9.5 3.1

100人～299人 394 79.4 24.0 16.0 19.5 3.2 5.1 9.6 2.2

300人～499人 102 77.5 26.6 20.3 20.3 5.1 5.1 8.9 1.3

500人～999人 116 78.4 20.9 14.3 24.2 2.2 3.3 6.6 1.1

1000人以上 310 63.9 18.7 10.1 11.1 2.5 3.0 8.6 6.1

建設業 116 77.6 22.2 8.9 13.3 2.2 4.4 7.8 2.2

製造業 243 81.9 23.6 13.6 17.6 3.0 5.0 11.1 2.0

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 50.0 - 25.0 - 50.0 - -

情報通信業 66 68.2 20.0 15.6 15.6 4.4 11.1 8.9 4.4

運輸業、郵便業 99 78.8 20.5 7.7 15.4 1.3 6.4 21.8 -

卸売業、小売業 360 79.4 20.3 12.6 15.4 4.2 2.4 10.8 3.1

金融業、保険業 27 74.1 5.0 5.0 10.0 5.0 5.0 10.0 15.0

不動産業、物品賃貸業 50 84.0 26.2 21.4 23.8 9.5 2.4 7.1 2.4

学術研究、専門・技術サービス業 83 71.1 25.4 10.2 18.6 6.8 3.4 5.1 6.8

宿泊業、飲食サービス業 61 91.8 28.6 21.4 25.0 12.5 10.7 7.1 -

生活関連サービス業、娯楽業 48 89.6 30.2 11.6 7.0 - 14.0 11.6 2.3

教育、学習支援業 97 77.3 21.3 12.0 16.0 1.3 8.0 14.7 4.0

医療、福祉 381 81.4 26.5 17.4 17.7 3.5 7.4 8.1 1.9

複合サービス事業 18 55.6 20.0 - 20.0 10.0 - 20.0 10.0

サービス業 155 80.6 24.0 17.6 21.6 5.6 9.6 9.6 1.6

労組なし

労組あり
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模
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（９）ジョブ型雇用の取組項目
ジョブ型雇用について取り組んでいる項目は、「社員の能力向上支援」が60.7%と最も高く、次いで「職務内容や必要なスキルの一層の明確化」57.1%の順となっている。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 96.1 3.2 57.1 60.7 21.4 42.9 1.8 21.4 1.8

1,296 95.7 2.0 80.0 52.0 16.0 20.0 - 28.0 -

514 97.3 6.2 38.7 67.7 25.8 61.3 3.2 16.1 3.2

10人～29人 383 92.2 1.7 66.7 33.3 33.3 - - - -

30人～99人 505 95.2 2.5 83.3 58.3 16.7 25.0 - 33.3 8.3

100人～299人 394 98.2 0.8 66.7 33.3 - - - - -

300人～499人 102 98.0 3.0 100.0 - - - - - -

500人～999人 116 99.1 2.6 66.7 66.7 - 33.3 - 33.3 -

1000人以上 310 98.1 9.5 37.9 75.9 27.6 69.0 3.4 24.1 -

建設業 116 95.7 2.7 66.7 100.0 33.3 33.3 - 66.7 -

製造業 243 96.7 1.7 75.0 50.0 25.0 50.0 - - -

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 - - - - - - - -

情報通信業 66 98.5 7.7 100.0 60.0 40.0 60.0 20.0 60.0 -

運輸業、郵便業 99 93.9 2.2 100.0 50.0 - - - - -

卸売業、小売業 360 95.6 7.3 40.0 56.0 12.0 64.0 - 20.0 4.0

金融業、保険業 27 96.3 11.5 - 100.0 100.0 - - - -

不動産業、物品賃貸業 50 96.0 - - - - - - - -

学術研究、専門・技術サービス業 83 100.0 3.6 100.0 33.3 - 33.3 - 33.3 -

宿泊業、飲食サービス業 61 98.4 5.0 66.7 66.7 33.3 - - - -

生活関連サービス業、娯楽業 48 95.8 - - - - - - - -

教育、学習支援業 97 94.8 4.3 50.0 75.0 25.0 - - 25.0 -

医療、福祉 381 97.1 0.5 50.0 50.0 - - - - -

複合サービス事業 18 94.4 - - - - - - - -

サービス業 155 94.2 1.4 100.0 50.0 - 50.0 - - -
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（１０）「スポットワーカー」を活用していない理由
「スポットワーカー」を活用していない理由は、「活用する業務がない」が27.0%と最も高く、次いで「活用方法がわからない」19.4%の順となっている。
その他では、「情報漏洩のリスクがあるため」と回答した事業所があった。
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1,810 92.9 19.4 5.6 12.7 27.0 7.7 7.9 4.6

1,296 94.1 20.6 6.0 12.3 26.6 6.5 8.1 3.4

514 89.9 16.2 4.5 13.9 28.1 10.8 7.1 7.6

10人～29人 383 96.6 23.0 7.3 12.2 24.9 6.5 8.9 3.2

30人～99人 505 94.7 21.8 7.1 11.5 27.4 5.4 6.7 4.2

100人～299人 394 92.9 18.0 4.6 16.7 27.3 8.5 9.0 4.1

300人～499人 102 95.1 23.7 2.1 15.5 27.8 8.2 11.3 3.1

500人～999人 116 91.4 15.1 2.8 13.2 34.9 7.5 7.5 3.8

1000人以上 310 85.2 12.1 4.2 9.1 25.4 12.1 5.7 8.7

建設業 116 98.3 18.4 4.4 14.0 32.5 8.8 5.3 4.4

製造業 243 97.1 18.6 8.1 14.0 32.2 4.2 8.5 2.5

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 100.0 33.3 - 16.7 33.3 33.3 - -

情報通信業 66 93.9 11.3 4.8 9.7 40.3 11.3 19.4 6.5

運輸業、郵便業 99 89.9 14.6 3.4 5.6 31.5 2.2 9.0 -

卸売業、小売業 360 88.6 18.2 4.7 14.4 21.0 9.1 5.3 5.6

金融業、保険業 27 100.0 18.5 3.7 7.4 29.6 7.4 11.1 18.5

不動産業、物品賃貸業 50 94.0 29.8 10.6 19.1 25.5 8.5 6.4 2.1

学術研究、専門・技術サービス業 83 100.0 12.0 6.0 12.0 26.5 6.0 7.2 9.6

宿泊業、飲食サービス業 61 83.6 29.4 5.9 9.8 25.5 3.9 5.9 -

生活関連サービス業、娯楽業 48 95.8 8.7 6.5 15.2 28.3 6.5 10.9 4.3

教育、学習支援業 97 92.8 22.2 6.7 15.6 18.9 13.3 13.3 4.4

医療、福祉 381 91.3 25.9 5.5 12.1 21.6 6.9 6.3 4.0

複合サービス事業 18 94.4 5.9 - 11.8 41.2 23.5 17.6 5.9

サービス業 155 94.2 15.1 4.8 11.0 35.6 8.9 8.2 6.2
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（１１）介護離職防止のための取組項目
介護離職防止のために取り組んでいる項目は、「従業員が家族の介護に直面した際、事業主が、両立支援制度等に関する情報を個別に周知し、意向確認を行う」が51.1％と最も高く、次いで「介護に関する両立支援制度に関する相談体制の整備」26.5％の順となっている。
「その他」では、「介護休暇・休業制度の充実」「有給休暇の1時間単位からの取得可能な運用」と回答した事業所があった。
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1,810 51.1 5.2 26.5 7.6 10.2 2.8 13.2 11.5

1,296 52.7 4.3 23.2 8.0 7.6 2.1 12.7 11.5

514 47.1 7.4 34.8 6.4 16.7 4.5 14.4 11.5

10人～29人 383 54.3 2.3 19.6 5.5 5.2 2.1 10.7 12.5

30人～99人 505 54.9 4.0 20.0 10.3 5.1 1.6 12.7 11.9

100人～299人 394 48.5 4.1 29.4 6.1 11.2 2.8 14.2 9.6

300人～499人 102 53.9 2.0 25.5 3.9 10.8 2.0 9.8 17.6

500人～999人 116 56.0 6.9 31.9 10.3 12.9 3.4 17.2 9.5

1000人以上 310 41.6 12.6 40.3 7.7 21.9 5.5 15.5 10.6

建設業 116 50.0 7.8 26.7 5.2 12.1 3.4 22.4 8.6

製造業 243 55.1 1.6 23.0 6.2 8.2 1.6 12.8 9.9

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 50.0 - - 16.7 16.7 - - 16.7

情報通信業 66 43.9 6.1 21.2 9.1 16.7 6.1 47.0 21.2

運輸業、郵便業 99 38.4 9.1 17.2 8.1 8.1 5.1 6.1 24.2

卸売業、小売業 360 46.9 5.3 29.7 9.4 13.3 1.4 13.3 8.9

金融業、保険業 27 40.7 22.2 44.4 7.4 18.5 7.4 25.9 7.4

不動産業、物品賃貸業 50 44.0 8.0 24.0 12.0 8.0 4.0 16.0 10.0

学術研究、専門・技術サービス業 83 48.2 9.6 24.1 4.8 8.4 3.6 37.3 9.6

宿泊業、飲食サービス業 61 60.7 8.2 23.0 8.2 8.2 - 8.2 8.2

生活関連サービス業、娯楽業 48 47.9 6.3 29.2 8.3 14.6 4.2 12.5 12.5

教育、学習支援業 97 57.7 1.0 20.6 3.1 5.2 3.1 3.1 16.5

医療、福祉 381 55.4 4.7 31.0 8.7 8.4 2.9 3.4 12.9

複合サービス事業 18 55.6 5.6 33.3 5.6 11.1 5.6 - 5.6

サービス業 155 54.2 1.9 25.2 5.8 9.7 2.6 15.5 7.1

労組あり

企

業

規

模

産

業

分

類

複数回答有

区分

 

事

業

所

数

令和６年（全体）

労組なし


（１２）入社１～３年以内の正社員の離職者の有無（直近１年間）
入社１～３年以内の正社員の離職者の有無は、「入社1年以内の離職者がいる」と回答した事業所が39.0%、「入社２年以内の離職者がいる」が34.9%、「入社３年以内の離職者がいる」が37.3%となっている。
これを企業規模別にみると、「入社１～３年以内の離職者がいる」全ての区分において、「100人～299人」が52.8%、45.9%、50.0%と最も高くなっている。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 61.0 39.0 65.1 34.9 62.7 37.3

1,296 59.0 41.0 65.3 34.7 62.0 38.0

514 66.1 33.9 64.6 35.4 64.2 35.8

10人～29人 383 77.8 22.2 82.0 18.0 79.4 20.6

30人～99人 505 59.0 41.0 65.0 35.0 67.1 32.9

100人～299人 394 47.2 52.8 54.1 45.9 50.0 50.0

300人～499人 102 59.8 40.2 56.9 43.1 53.9 46.1

500人～999人 116 52.6 47.4 61.2 38.8 58.6 41.4

1000人以上 310 64.5 35.5 62.6 37.4 55.2 44.8

建設業 116 65.5 34.5 67.2 32.8 68.1 31.9

製造業 243 61.7 38.3 69.5 30.5 71.2 28.8

電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 33.3 33.3 66.7 50.0 50.0

情報通信業 66 57.6 42.4 62.1 37.9 42.4 57.6

運輸業、郵便業 99 57.6 42.4 63.6 36.4 64.6 35.4

卸売業、小売業 360 65.8 34.2 65.6 34.4 61.4 38.6

金融業、保険業 27 66.7 33.3 66.7 33.3 66.7 33.3

不動産業、物品賃貸業 50 60.0 40.0 60.0 40.0 60.0 40.0

学術研究、専門・技術サービス業 83 67.5 32.5 69.9 30.1 60.2 39.8

宿泊業、飲食サービス業 61 52.5 47.5 65.6 34.4 72.1 27.9

生活関連サービス業、娯楽業 48 54.2 45.8 58.3 41.7 68.8 31.3

教育、学習支援業 97 70.1 29.9 70.1 29.9 66.0 34.0

医療、福祉 381 55.4 44.6 61.4 38.6 55.4 44.6

複合サービス事業 18 66.7 33.3 72.2 27.8 77.8 22.2

サービス業 155 57.4 42.6 64.5 35.5 65.8 34.2

企

業

規

模

産

業

分

類

入社１年以内の

離職者

入社２年以内の

離職者

入社３年以内の

離職者

集計数

区分

令和６年（全体）

労組なし

労組あり


（１３）入社１～３年以内の正社員の離職者の離職理由

入社１～３年以内の正社員の離職者の離職理由は、「他にやりたい仕事があった」が50.2％と最も高く、次いで「人間関係がうまくいかなかった」36.6％の順となっている。
「その他」では、「健康上の理由」「業務内容が合わない」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 57.5 27.8 20.7 50.2 3.3 19.4 6.7 5.7 36.6 3.7 14.2

1,296 59.6 27.6 18.4 47.1 3.5 19.9 6.0 4.4 37.5 3.5 15.0

514 52.1 28.4 27.6 59.3 2.6 17.9 9.0 9.3 34.0 4.5 11.9

10人～29人 383 38.1 23.3 11.0 41.8 2.7 12.3 2.7 2.1 28.8 1.4 13.0

30人～99人 505 61.0 30.8 14.6 41.9 2.9 18.8 3.6 2.3 32.8 3.2 15.3

100人～299人 394 71.3 29.5 26.0 50.9 2.5 20.3 6.0 5.3 42.0 4.3 12.5

300人～499人 102 58.8 25.0 31.7 61.7 6.7 26.7 10.0 13.3 35.0 8.3 13.3

500人～999人 116 61.2 22.5 25.4 59.2 4.2 21.1 11.3 7.0 53.5 5.6 22.5

1000人以上 310 56.5 26.3 25.7 63.4 4.0 21.7 13.7 12.0 34.9 3.4 13.1

建設業 116 60.3 20.0 8.6 57.1 1.4 17.1 5.7 5.7 35.7 1.4 15.7

製造業 243 56.0 33.8 12.5 47.8 0.7 14.7 5.1 2.2 30.9 - 13.2

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 50.0 25.0 75.0 - - - - 50.0 - 25.0

情報通信業 66 66.7 15.9 36.4 56.8 6.8 27.3 2.3 2.3 25.0 4.5 9.1

運輸業、郵便業 99 57.6 19.3 17.5 54.4 3.5 19.3 10.5 7.0 22.8 1.8 15.8

卸売業、小売業 360 55.3 31.7 27.1 60.3 5.5 20.1 8.5 8.5 27.6 5.5 7.5

金融業、保険業 27 44.4 - 58.3 100.0 - 41.7 - - 41.7 - -

不動産業、物品賃貸業 50 58.0 27.6 17.2 41.4 - 13.8 6.9 3.4 51.7 3.4 13.8

学術研究、専門・技術サービス業 83 56.6 27.7 25.5 46.8 2.1 12.8 8.5 4.3 27.7 2.1 19.1

宿泊業、飲食サービス業 61 54.1 30.3 12.1 45.5 3.0 18.2 15.2 21.2 30.3 9.1 18.2

生活関連サービス業、娯楽業 48 58.3 10.7 14.3 39.3 - 21.4 17.9 14.3 25.0 14.3 14.3

教育、学習支援業 97 54.6 32.1 34.0 37.7 1.9 11.3 - 3.8 35.8 1.9 11.3

医療、福祉 381 62.2 27.8 19.4 40.1 4.2 20.7 4.6 3.0 51.5 3.4 19.4

複合サービス事業 18 38.9 14.3 14.3 71.4 - 14.3 14.3 - 85.7 14.3 28.6

サービス業 155 54.8 32.9 17.6 55.3 3.5 28.2 8.2 8.2 42.4 5.9 15.3

産

業

分

類

区分

 

事

業

所

数

正

社

員

の

離

職

者

が

い

る

複数回答有

令和６年（全体）

労組なし

労組あり

企

業

規

模


（１４）入社１～３年以内の非正社員の離職者の有無（直近１年間）
入社１～３年以内の非正社員の離職者の有無は、「入社1年以内の離職者がいる」と回答した事業所が43.6%、「入社２年以内の離職者がいる」が34.5%、「入社３年以内の離職者がいる」が31.9%となっている。
これを企業規模別にみると、「入社１～３年以内の離職者がいる」全ての区分において、「1,000人以上」が59.7%、54.2%、50.6%と最も高くなっている。
また、産業分類別にみると、「入社１～３年以内の離職者がいる」全ての区分において、「宿泊業、飲食サービス業」が70.5%、59.0%、55.7%と最も高く、「建設業」が10.3%、11.2%、10.3%と最も低くなっている。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 56.4 43.6 65.5 34.5 68.1 31.9

1,296 58.9 41.1 68.6 31.4 70.7 29.3

514 50.0 50.0 57.8 42.2 61.5 38.5

10人～29人 383 74.9 25.1 83.3 16.7 83.0 17.0

30人～99人 505 63.2 36.8 73.5 26.5 77.0 23.0

100人～299人 394 44.4 55.6 55.1 44.9 57.6 42.4

300人～499人 102 51.0 49.0 63.7 36.3 65.7 34.3

500人～999人 116 53.4 46.6 62.1 37.9 67.2 32.8

1000人以上 310 40.3 59.7 45.8 54.2 49.4 50.6

建設業 116 89.7 10.3 88.8 11.2 89.7 10.3

製造業 243 67.5 32.5 76.1 23.9 80.2 19.8

電気・ガス・熱供給・水道業 6 100.0 - 100.0 - 100.0 -

情報通信業 66 74.2 25.8 77.3 22.7 77.3 22.7

運輸業、郵便業 99 65.7 34.3 75.8 24.2 76.8 23.2

卸売業、小売業 360 50.8 49.2 58.6 41.4 61.9 38.1

金融業、保険業 27 63.0 37.0 74.1 25.9 70.4 29.6

不動産業、物品賃貸業 50 54.0 46.0 66.0 34.0 66.0 34.0

学術研究、専門・技術サービス業 83 68.7 31.3 78.3 21.7 78.3 21.7

宿泊業、飲食サービス業 61 29.5 70.5 41.0 59.0 44.3 55.7

生活関連サービス業、娯楽業 48 39.6 60.4 50.0 50.0 52.1 47.9

教育、学習支援業 97 46.4 53.6 53.6 46.4 57.7 42.3

医療、福祉 381 44.6 55.4 59.6 40.4 63.3 36.7

複合サービス事業 18 61.1 38.9 72.2 27.8 66.7 33.3

サービス業 155 54.8 45.2 61.9 38.1 63.9 36.1

集計数

入社１年以内の

離職者

入社２年以内の

離職者

入社３年以内の

離職者

令和６年（全体）

労組なし

労組あり

企

業

規

模

産

業

分

類

区分


（１５）入社１～３年以内の非正社員の離職者の離職理由

入社１～３年以内の非正社員の離職者の離職理由は、「離職理由はわからない」が39.8％と最も高く、次いで「他にやりたい仕事があった」35.8％の順となっている。
「その他」では、「家庭の事情」「学生アルバイトの卒業・就職」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 51.5 39.8 10.4 35.8 1.8 14.5 4.4 2.9 31.1 1.3 23.9

1,296 49.3 38.2 9.7 34.3 1.9 14.2 3.4 2.0 32.2 1.7 22.8

514 57.0 43.3 11.9 39.2 1.7 15.0 6.5 4.8 28.7 0.3 26.3

10人～29人 383 35.5 27.9 8.1 33.8 2.2 8.8 3.7 2.9 19.1 2.2 27.2

30人～99人 505 44.6 38.7 7.6 32.4 2.2 10.7 2.2 1.8 32.9 1.3 24.4

100人～299人 394 64.0 44.8 11.9 36.9 2.0 17.1 4.8 2.8 36.1 1.2 19.8

300人～499人 102 53.9 36.4 14.5 30.9 - 20.0 3.6 3.6 27.3 - 25.5

500人～999人 116 51.7 31.7 15.0 41.7 3.3 16.7 3.3 5.0 36.7 3.3 26.7

1000人以上 310 65.8 46.1 10.8 39.2 1.0 17.2 7.4 3.4 30.4 0.5 25.0

建設業 116 18.1 19.0 14.3 52.4 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 - 33.3

製造業 243 38.7 46.8 4.3 27.7 - 16.0 3.2 3.2 26.6 - 24.5

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 - - - - - - - - - - -

情報通信業 66 36.4 20.8 16.7 37.5 4.2 20.8 4.2 4.2 33.3 - 29.2

運輸業、郵便業 99 40.4 25.0 7.5 32.5 2.5 12.5 2.5 5.0 32.5 - 40.0

卸売業、小売業 360 55.8 48.3 8.0 45.3 2.0 12.4 5.5 4.5 26.9 1.0 16.4

金融業、保険業 27 40.7 27.3 - 36.4 - 9.1 - - 36.4 - 54.5

不動産業、物品賃貸業 50 54.0 37.0 14.8 33.3 - 22.2 3.7 - 33.3 3.7 14.8

学術研究、専門・技術サービス業 83 39.8 42.4 15.2 30.3 - 3.0 - - 9.1 3.0 45.5

宿泊業、飲食サービス業 61 73.8 46.7 8.9 40.0 - 20.0 13.3 6.7 37.8 4.4 11.1

生活関連サービス業、娯楽業 48 62.5 40.0 10.0 46.7 3.3 13.3 10.0 6.7 33.3 3.3 26.7

教育、学習支援業 97 66.0 40.6 20.3 28.1 1.6 10.9 - - 25.0 - 25.0

医療、福祉 381 66.9 34.5 10.6 31.8 3.1 14.9 2.7 1.2 38.8 2.0 24.7

複合サービス事業 18 44.4 62.5 25.0 25.0 - - 12.5 - 25.0 - 25.0

サービス業 155 51.0 40.5 11.4 35.4 - 22.8 7.6 3.8 36.7 - 22.8

産

業

分

類

区分

 

事

業

所

数

非

正

社

員

の

離

職

者

が

い

る

複数回答有

令和６年（全体）

労組なし

労組あり

企

業

規

模


（１６）人材定着の取組状況及び項目
人材定着について、取り組みを行っている事業所は95.7%、取り組みを行っていない事業所は4.3%となっている。
取り組みを行っている事業所を企業規模別にみると、「500人～999人」が99.1%と最も高く、「30人～99人」では93.1%と最も低くなっている。
　　また、取り組んでいる項目は、「賃金水準の改善」が49.1%と最も高く、次いで「採用者の受入体制の充実（新人研修の充実、フォロー制度の導入、同期交流会の開催等）」43.1%の順となっており、「その他」では、「面談の機会をつくる」や「介護のICT活用等のDX化にて負担軽減」と回答した事業所があった。

[image: image16.emf]1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

採

用

者

の

受

入

体

制

の

充

実

（

新

人

研

修

の

充

実

、

フ

ォ

ロ

ー

制

度

の

導

入

、

同

期

交

流

会

の

開

催

等

）

配

置

転

換

に

よ

る

社

員

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

維

持

及

び

人

材

育

成

明

確

な

基

準

に

基

づ

く

人

事

評

価

の

実

施

能

力

に

見

合

っ

た

ポ

ス

ト

・

賃

金

の

設

定

経

験

・

ポ

ス

ト

に

応

じ

た

研

修

の

実

施

業

務

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

作

成

社

員

の

能

力

向

上

支

援

（

リ

ス

キ

リ

ン

グ

等

）

賃

金

水

準

の

改

善

休

暇

制

度

の

改

善

労

働

環

境

の

整

備

（

時

間

外

労

働

の

短

縮

、

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

防

止

、

育

児

と

仕

事

の

両

立

支

援

等

）

多

様

な

働

き

方

の

推

進

（

フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

、

在

宅

勤

務

、

サ

テ

ラ

イ

ト

オ

フ

ィ

ス

等

）

人

間

関

係

の

把

握

に

努

め

る

（

定

期

的

な

面

談

、

相

談

窓

口

の

設

置

等

）

福

利

厚

生

の

充

実

（

住

居

手

当

、

祝

金

の

支

給

等

）

そ

の

他

件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810   95.7 43.1 26.3 27.7 32.7 21.0 23.5 28.8 49.1 24.7 36.9 16.0 37.5 24.3 0.8 4.3

1,296   95.5 37.5 22.1 24.6 33.2 17.0 21.5 24.6 48.8 24.2 33.0 13.0 36.4 22.2 0.6 4.5

514   96.1 57.1 36.6 35.4 31.4 31.2 28.5 39.5 50.0 25.7 46.8 23.5 40.3 29.6 1.2 3.9

10人～29人 383   93.2 22.7 11.2 15.4 36.1 11.5 16.5 16.2 44.8 21.0 20.7 10.4 27.7 16.8 0.3 6.8

30人～99人 505   93.1 34.9 22.6 21.1 34.9 14.9 18.9 24.7 47.2 23.4 31.1 10.9 35.3 19.6 0.9 6.9

100人～299人 394   98.0 43.0 26.9 26.7 25.9 18.1 22.3 28.5 51.0 21.5 37.0 13.5 40.4 24.4 1.0 2.0

300人～499人 102   97.1 61.6 30.3 33.3 22.2 21.2 22.2 31.3 54.5 22.2 44.4 14.1 46.5 34.3 - 2.9

500人～999人 116   99.1 60.0 29.6 40.9 26.1 25.2 24.3 33.9 53.0 30.4 54.8 24.3 40.0 35.7 1.7 0.9

1000人以上 310   98.4 67.2 46.2 46.6 39.7 43.6 40.3 47.5 51.5 33.4 55.4 31.1 44.9 32.8 1.0 1.6

建設業 116   95.7 47.7 29.7 27.9 38.7 21.6 10.8 37.8 65.8 32.4 42.3 18.9 29.7 35.1 - 4.3

製造業 243   95.9 39.9 21.0 24.0 27.0 13.3 14.6 27.9 57.1 25.8 34.8 9.4 35.6 22.3 1.3 4.1

　電気・ガス・熱供給・水道業 6   83.3 40.0 20.0 40.0 40.0 20.0 20.0 40.0 60.0 60.0 60.0 20.0 40.0 20.0 - 16.7

情報通信業 66   97.0 62.5 32.8 35.9 46.9 28.1 18.8 40.6 50.0 18.8 43.8 48.4 53.1 35.9 3.1 3.0

運輸業、郵便業 99   93.9 33.3 24.7 28.0 15.1 21.5 22.6 26.9 45.2 18.3 34.4 12.9 32.3 25.8 2.2 6.1

卸売業、小売業 360   96.7 48.9 25.9 30.2 38.5 21.3 24.7 28.2 55.7 32.2 35.9 18.4 30.2 22.4 0.6 3.3

金融業、保険業 27   92.6 64.0 48.0 52.0 48.0 40.0 44.0 40.0 52.0 28.0 44.0 36.0 40.0 28.0 - 7.4

不動産業、物品賃貸業 50   96.0 41.7 29.2 29.2 45.8 22.9 22.9 29.2 52.1 25.0 39.6 22.9 33.3 20.8 - 4.0

学術研究、専門・技術サービス業 83   95.2 40.5 19.0 32.9 31.6 24.1 17.7 31.6 49.4 25.3 48.1 40.5 36.7 30.4 - 4.8

宿泊業、飲食サービス業 61   88.5 44.4 33.3 25.9 50.0 14.8 24.1 13.0 37.0 22.2 18.5 1.9 35.2 24.1 - 11.5

生活関連サービス業、娯楽業 48   91.7 38.6 22.7 22.7 25.0 18.2 27.3 27.3 43.2 11.4 22.7 11.4 36.4 15.9 - 8.3

教育、学習支援業 97   97.9 36.8 23.2 21.1 28.4 18.9 22.1 27.4 35.8 18.9 43.2 11.6 41.1 18.9 2.1 2.1

医療、福祉 381   96.3 39.2 27.0 24.3 28.3 22.9 33.2 25.6 40.9 22.1 36.0 7.9 45.0 23.2 0.5 3.7

複合サービス事業 18   100.0 72.2 50.0 50.0 22.2 16.7 5.6 50.0 44.4 5.6 22.2 5.6 61.1 11.1 - -

サービス業 155   95.5 37.8 26.4 27.7 32.4 23.6 24.3 29.7 44.6 20.9 39.2 18.2 39.2 25.7 0.7 4.5
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模
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（１７）人材定着に係る「社員の能力向上支援（リスキリング等）」の取組項目
「社員の能力向上支援（リスキリング等）」について取り組んでいる項目は、「社内でのOJTによる研修実施」を行っている事業所が73.5%と最も高く、次いで「社内でのOFF-JTによる研修実施（外部講師の派遣含む）」54.1%の順となっている。
その他では、「社外セミナーの受講」や「資格取得の支援」と回答した事業所があった。
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1,810 95.7 28.8 73.5 54.1 18.4 28.7 5.6

1,296 95.5 24.6 75.0 48.7 21.4 33.2 6.6

514 96.1 39.5 71.3 62.6 13.8 21.5 4.1

10人～29人 383 93.2 16.2 50.0 43.1 19.0 32.8 3.4

30人～99人 505 93.1 24.7 75.0 37.9 28.4 36.2 5.2

100人～299人 394 98.0 28.5 73.6 58.2 16.4 32.7 7.3

300人～499人 102 97.1 31.3 87.1 74.2 19.4 41.9 3.2

500人～999人 116 99.1 33.9 82.1 61.5 23.1 30.8 7.7

1000人以上 310 98.4 47.5 76.6 62.1 10.3 14.5 5.5

建設業 116 95.7 37.8 61.9 50.0 19.0 28.6 11.9

製造業 243 95.9 27.9 76.9 56.9 13.8 33.8 4.6

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 83.3 40.0 100.0 50.0 - 50.0 -

情報通信業 66 97.0 40.6 73.1 73.1 7.7 30.8 7.7

運輸業、郵便業 99 93.9 26.9 72.0 64.0 12.0 20.0 4.0

卸売業、小売業 360 96.7 28.2 64.3 55.1 8.2 13.3 3.1

金融業、保険業 27 92.6 40.0 90.0 70.0 - 30.0 -

不動産業、物品賃貸業 50 96.0 29.2 78.6 42.9 14.3 21.4 -

学術研究、専門・技術サービス業 83 95.2 31.6 80.0 60.0 4.0 24.0 8.0

宿泊業、飲食サービス業 61 88.5 13.0 100.0 57.1 14.3 - -

生活関連サービス業、娯楽業 48 91.7 27.3 91.7 41.7 - 8.3 16.7

教育、学習支援業 97 97.9 27.4 53.8 46.2 34.6 50.0 15.4

医療、福祉 381 96.3 25.6 77.7 50.0 44.7 43.6 4.3

複合サービス事業 18 100.0 50.0 100.0 55.6 - 11.1 -

サービス業 155 95.5 29.7 79.5 47.7 15.9 31.8 4.5
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（１８）人材定着に係る「社員の能力向上支援（リスキリング等）」に取り組んでいない理由
「社員の能力向上支援（リスキリング等）」について取り組んでいない理由は、「従業員の業務が多忙のため人材育成に充てる時間がない」が24.3%と最も高く、次いで「社内に指導できる人材やノウハウが不足」16.2%の順となっている。
その他では、「今後実施を検討したい」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 72.4 24.3 14.0 16.2 5.3 6.9 9.1 2.5

1,296 76.5 25.7 14.3 15.7 5.3 7.4 9.5 1.6

514 62.1 19.7 13.2 17.9 5.0 5.3 7.8 5.3

10人～29人 383 84.9 27.1 14.5 13.5 5.5 10.5 13.8 0.9

30人～99人 505 77.0 23.9 13.1 14.4 5.1 6.9 6.9 2.3

100人～299人 394 72.1 23.9 12.7 19.7 5.3 6.0 8.8 3.2

300人～499人 102 69.6 26.8 19.7 21.1 12.7 5.6 7.0 1.4

500人～999人 116 66.4 20.8 11.7 24.7 1.3 3.9 6.5 -

1000人以上 310 53.2 20.6 16.4 13.9 3.6 3.0 7.3 6.7

建設業 116 63.8 18.9 12.2 9.5 2.7 4.1 8.1 2.7

製造業 243 73.3 29.2 15.2 15.7 2.8 6.2 7.3 2.8

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 66.7 25.0 - - - - 25.0 -

情報通信業 66 60.6 15.0 15.0 10.0 10.0 10.0 10.0 5.0

運輸業、郵便業 99 74.7 18.9 6.8 13.5 5.4 12.2 20.3 -

卸売業、小売業 360 72.8 22.5 12.6 17.2 5.7 3.8 7.6 3.1

金融業、保険業 27 63.0 5.9 17.6 5.9 5.9 5.9 11.8 17.6

不動産業、物品賃貸業 50 72.0 19.4 19.4 22.2 8.3 - 2.8 -

学術研究、専門・技術サービス業 83 69.9 25.9 13.8 12.1 3.4 3.4 5.2 5.2

宿泊業、飲食サービス業 61 88.5 37.0 14.8 24.1 14.8 13.0 3.7 1.9

生活関連サービス業、娯楽業 48 75.0 22.2 8.3 25.0 5.6 19.4 11.1 2.8

教育、学習支援業 97 73.2 18.3 12.7 16.9 4.2 8.5 8.5 1.4

医療、福祉 381 75.3 26.5 15.7 17.1 4.5 7.0 8.4 1.4

複合サービス事業 18 50.0 - - 11.1 - - 44.4 22.2

サービス業 155 71.6 28.8 18.9 17.1 6.3 9.0 12.6 0.9
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（１９）府に望む支援
人材の確保・定着に向けて府に望む支援は、「研修費用の補助」が37.0%と最も高く、次いで「取り組み事例の紹介」25.5%の順となっている。
「その他」では、「賃金や売り上げ補償」「支援金、助成金の支給」と回答した事業所があった。
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件 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,810 12.3 12.4 17.5 16.9 7.7 37.0 25.5 4.1

1,296 11.5 12.1 16.5 15.4 8.6 38.9 25.8 3.5

514 14.2 13.0 20.0 20.6 5.4 32.3 24.5 5.4

10人～29人 383 12.8 10.2 11.0 12.0 5.5 36.8 25.8 5.2

30人～99人 505 10.9 11.9 15.8 16.2 9.1 39.4 25.9 2.6

100人～299人 394 13.5 13.7 20.3 18.0 9.9 38.1 23.6 4.3

300人～499人 102 6.9 14.7 23.5 24.5 7.8 40.2 28.4 2.9

500人～999人 116 13.8 14.7 27.6 25.0 9.5 37.1 34.5 2.6

1000人以上 310 13.5 12.6 19.0 16.8 4.5 31.0 22.3 5.8

建設業 116 6.9 8.6 24.1 21.6 8.6 33.6 14.7 6.0

製造業 243 9.9 10.7 19.8 17.7 7.0 33.3 28.0 3.3

　電気・ガス・熱供給・水道業 6 33.3 16.7 33.3 50.0 - 66.7 33.3 -

情報通信業 66 6.1 7.6 18.2 19.7 12.1 54.5 24.2 1.5

運輸業、郵便業 99 12.1 10.1 19.2 18.2 3.0 21.2 25.3 8.1

卸売業、小売業 360 11.4 11.7 11.9 17.8 8.3 29.2 24.2 4.7

金融業、保険業 27 14.8 11.1 25.9 3.7 14.8 44.4 22.2 7.4

不動産業、物品賃貸業 50 12.0 14.0 28.0 20.0 8.0 34.0 22.0 2.0

学術研究、専門・技術サービス業 83 7.2 6.0 9.6 13.3 6.0 41.0 36.1 6.0

宿泊業、飲食サービス業 61 11.5 13.1 13.1 11.5 3.3 29.5 27.9 3.3

生活関連サービス業、娯楽業 48 10.4 8.3 16.7 12.5 2.1 31.3 12.5 6.3

教育、学習支援業 97 7.2 11.3 14.4 20.6 4.1 41.2 28.9 6.2

医療、福祉 381 16.0 18.9 20.5 17.3 9.4 50.1 24.4 2.4

複合サービス事業 18 22.2 11.1 44.4 16.7 - 16.7 5.6 -

サービス業 155 20.0 11.6 12.9 9.7 9.7 34.8 34.8 3.2
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